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(57)【要約】
【課題】　基材フィルムの一方の面に熱転写性色材層が
形成され、他方の面に耐熱滑性層が形成された熱転写シ
ートで、耐熱滑性層の硬化皮膜を形成するための長期の
熱処理を行うことなく、染料のキックバックもなく、熱
転写時に印画カスの発生を充分に抑制することができ、
色抜けのない高品位の印画物を得ることができる熱転写
シートを提供する。
【解決手段】　基材フィルム１の一方の面に熱転写性色
材層３を有し、該基材フィルム１の他方の面に耐熱滑性
層２が形成されている熱転写シートにおいて、該耐熱滑
性層２がポリビニルブチラールとポリイソシアネートを
、ポリビニルブチラール１０質量部に対し、ポリイソシ
アネートを２．５～７質量部の割合で含有し、かつリン
酸エステル系界面活性剤を全固形分に対し５～１０％、
反応性シリコーンオイルを全固形分に対し３～５％を含
有する耐熱滑性層用組成物の硬化物からなることを特徴
とする。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材フィルムの一方の面に熱転写性色材層を有し、該基材フィルムの他方の面に耐熱滑
性層が形成されている熱転写シートにおいて、該耐熱滑性層がポリビニルブチラールとポ
リイソシアネートを、ポリビニルブチラール１０質量部に対し、ポリイソシアネートを２
．５～７質量部の割合で含有し、かつリン酸エステル系界面活性剤を全固形分に対し５～
１０％、反応性シリコーンオイルを全固形分に対し３～５％を含有する耐熱滑性層用組成
物の硬化物からなることを特徴とする熱転写シート。
【請求項２】
　前記の耐熱滑性層は、更に金属石鹸を含有することを特徴とする請求項１に記載の熱転
写シート。
【請求項３】
　前記の耐熱滑性層は、更にフィラーを含有することを特徴とする請求項１または２に記
載の熱転写シート。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、熱転写シ－トに関し、更に詳しくは基材フィルムの一方の面に熱転写性色材
層が形成され、他方の面に耐熱滑性層が形成されている熱転写シートにおいて、耐熱滑性
層の硬化皮膜を形成するための長期の熱処理（エージング）を行うことなく、染料のキッ
クバックの問題もなく、熱転写時に印画カスの発生を充分に抑制することができ、色抜け
のない高品位の印画物を得ることができる熱転写シートに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、熱転写シートとしては、基材フィルムとしてポリエステルフィルム等のプラスチ
ックフィルムを使用し、該基材フィルムの一方の面に昇華性染料とバインダー樹脂からな
る熱転写色材層である染料層を設けた昇華型熱転写シートと、該染料層の代わりに着色剤
を含む熱溶融性組成物からなる熱溶融性インキ層を熱転写色材層として設けた熱溶融型の
熱転写シートがある。これらの熱転写シートはその背面からサーマルヘッドによって画像
状に加熱され、染料層又は熱溶融性インキ層を被転写材に転写させて画像を形成する。
【０００３】
　更に従来の熱転写シートで、基材フィルムのプラスチックフィルムに、プラスチックの
持つ融点以上の高温がサーマルヘッドから加えられる場合に、サーマルヘッドにプラスチ
ックフィルムが粘着（ スティッキング） して、カスが付着することで剥離性、スリップ
性が損なわれたり、基材フィルムが破れたりする問題がある。このために、耐熱性の高い
熱硬化性樹脂等からなる耐熱層を形成する方法が提案されているが、この方法により耐熱
性は向上するものの、サーマルヘッドのスリップ性は改善されない。更に基材が高温処理
の出来ないプラスチック薄膜フィルムであることから、充分な硬化皮膜を得るために塗工
後に比較的低温度で数十時間に及ぶ長期の熱処理（エージング）が必要とされる。これは
、工程上煩雑であるばかりでなく、厳格な温度管理をしないと、熱処理中にシワが発生し
たり、塗工面と接触する反対面とが接着してしまい、ブロッキングしてしまうという問題
がある。
【０００４】
　スリップ性の向上のために、シリコーンオイル、低融点ＷＡＸ、金属石鹸、界面活性剤
等の滑剤を耐熱層に添加して、耐熱滑性層とすることが提案されているが、不適当なこれ
らの滑剤を使用した場合には、熱転写シートを巻き取った際に反対面に移行したり、印画
時にサーマルヘッドを汚染するという問題がある。また、これら付着物を除去するために
フィラーを添加する方法があるが、不適当なものを使用した場合にはサーマルヘッドとの
摩擦係数が増加して印画時にシワが発生したり、サーマルヘッドを摩耗させたりする問題
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がある。
【０００５】
　また、上記の耐熱滑性層を基材フィルムの背面に設けた熱転写シートは、製造後に巻き
取り状態で保管した際、色材層と耐熱滑性層とが接することにより、色材層から耐熱滑性
層へ染料が移行する（キック）という問題があった。そして、この耐熱滑性層へ移行した
染料が巻き返されることにより、他の色の色材層、保護層等へ再転移し（バック）、この
汚染された層が受像シートへ熱転写されることにより指定された色と異なる色相となり印
画精度を著しく損なってしまうという問題もあった。これが、キックバックの問題である
。更に、耐熱滑性層と色材層の長期接触により、色材層表面に染料がブリードし、印画の
際に未印画部（サーマルヘッドからの加熱がない領域）が着色する地汚れが生じることが
あった。
【０００６】
　一方、近年のプリンターの高速化に伴い、サーマルヘッドの熱エネルギーの増加、熱転
写シートの高感度化、色材層における染料含有率の増加等が求められるが、これらの変更
は、色材層から耐熱滑性層への染料の移行や、この移行に起因した熱転写時の問題発生の
可能性を高めるものである。このため、キックバックの防止性能が良好な耐熱滑性層への
要求は更に大きくなってきている。
【０００７】
　このようなキックバックの防止性能を改良した熱転写シートとして、例えば、特許文献
１には、耐熱滑性層に用いるポリビニルアセタール樹脂のＴｇを８０℃以上に、滑剤とし
て使用するリン酸エステルの融点を３５℃以上に限定し、染料の再転写（バック）を抑制
した熱転写シートが提案され、また特許文献２には、耐熱滑性層の粗度（ＳＲｚ）を３．
０μｍ以上に限定して、基材の他方の面に、染料層とラミネート層を設けた熱転写シート
にして、ラミネート層への着色（バック）を抑制することが提案されている。また、特許
文献３には、耐熱性樹脂と、融点が３３℃以上でありＩＯ値（有機概念図により有機性・
無機性を産出した数値）が０．２３以上である滑剤と、分子中に２つ以上のイソシアネー
ト基を有するポリイソシアネート化合物の混合物から形成した耐熱滑性層を備えた熱転写
シートで、染料の再転写が少なく、ブロッキングの発生もなく、熱じわも発生しないこと
が提案されている。
【０００８】
　ところが、近年の熱転写シートを用いた熱転写記録方式では、印画速度を高速化するこ
とや、より高濃度で鮮明な画像を出力するため、サーマルヘッドの熱エネルギーは、増加
の一途をたどっている。このようなサーマルヘッドの熱エネルギーの増加に伴い、熱転写
時にサーマルヘッド部分に背面層の耐熱樹脂がかき取られることによりヘッドカス（以下
、印画カスともいう）が溜まり、この印画カスが溜まった部分で染料等が転写されず、得
られる印画物に色抜けや色ムラが発生するという問題が顕在化してきた。特に、上述のよ
うなキックバック性能の向上を図った熱転写シートにおいて、このような印画カスの発生
が顕著に見られる問題がある。
【０００９】
【特許文献１】特開平９－３００８２７号公報
【特許文献２】特開２０００－２２５７７５号公報
【特許文献３】特開２００２－１１９６７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　したがって、上記の問題を解決するために本発明の目的は、基材フィルムの一方の面に
熱転写性色材層が形成され、他方の面に耐熱滑性層が形成されている熱転写シートにおい
て、耐熱滑性層の硬化皮膜を形成するための長期の熱処理を行うことなく、染料のキック
バックの問題もなく、熱転写時に印画カスの発生を充分に抑制することができ、色抜けの
ない高品位の印画物を得ることができる熱転写シートを提供することである。
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【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的は以下の本発明によって達成される。即ち、本発明は、基材フィルムの一方の
面に熱転写性色材層を有し、該基材フィルムの他方の面に耐熱滑性層が形成されている熱
転写シートにおいて、該耐熱滑性層がポリビニルブチラールとポリイソシアネートを、ポ
リビニルブチラール１０質量部に対し、ポリイソシアネートを２．５～７質量部の割合で
含有し、かつリン酸エステル系界面活性剤を全固形分に対し５～１０％、反応性シリコー
ンオイルを全固形分に対し３～５％を含有する耐熱滑性層用組成物の硬化物からなること
を特徴とする。
【００１２】
　前記の耐熱滑性層用組成物におけるリン酸エステル系界面活性剤を全固形分に対し５～
１０％の割合で含有し、反応性シリコーンオイルを全固形分に対し３～５％の割合で含有
することで、染料のキックバックの問題を防止し、サーマルヘッドとの滑り性が良くなっ
てくる。また、本発明の熱転写シートは、耐熱滑性層が、金属石鹸、更にフィラーを含有
することが好ましい。金属石鹸は、サーマルヘッドとの滑り性をより安定にし、フィラー
はサーマルヘッドに付着するカスのクリーニング性、滑性が向上し、また巻取りにおける
ブロッキング防止にも有効である。
【発明の効果】
【００１３】
　上記に記載した本発明の熱転写シートは、耐熱滑性層がポリビニルブチラールとポリイ
ソシアネートを、ポリビニルブチラール１０質量部に対し、ポリイソシアネートを２．５
～７質量部の割合で含有し、かつ滑剤として、リン酸エステル系界面活性剤を全固形分に
対し５～１０％、反応性シリコーンオイルを全固形分に対し３～５％を含有する耐熱滑性
層用組成物の硬化物からなる構成とした。すなわち、耐熱滑性層の組成物について、ポリ
ビニルブチラールに対して、反応硬化させるポリイソシアネートを上記範囲内に含有させ
て、長期の熱処理（エージング）を行うことなく、耐熱滑性層用組成物の塗工、乾燥工程
である耐熱滑性層の形成工程のみで、耐熱滑性層を硬化完了させることができた。耐熱滑
性層の組成物は、ポリイソシアネートの含有割合を少なく抑え、また滑剤のリン酸エステ
ル系界面活性剤も含有割合も上記範囲に抑える代わりに、滑性の補充、キックバック防止
のために、反応性シリコーンオイルを添加したものである。
【００１４】
　上記の本発明の熱転写シートを用いることにより、耐熱滑性層の硬化皮膜を形成するた
めの長期の熱処理（エージング）を行うことなく、染料のキックバックの問題もなく、熱
転写時に印画カスの発生を充分に抑制することができ、色抜けのない高品位の印画物を形
成することができた。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　次に、発明の実施の形態について、詳述する。
　図１に本発明の熱転写シートである一つの実施形態を示す。基材フィルム１の一方の面
に、熱転写性色材層３を設け、基材フィルム１の他方の面に、耐熱滑性層２が形成されて
いる。また、図２に本発明の熱転写シートである他の実施形態を示す。基材フィルム１の
一方の面に、熱転写性色材層３として、イエロー色材層３１、マゼンタ色材層３２、シア
ン色材層３３を面順次に繰り返し設け、基材フィルム１の他方の面に、耐熱滑性層２が形
成された構成である。
　以下に、本発明の熱転写シートを構成する各層について、詳しく説明する。
【００１６】
（基材フィルム）
　本発明の熱転写シートを構成する基材フィルム１としては、従来公知のある程度の耐熱
性と強度を有するものであればいずれのものでも良く、例えば、０．５～５０μｍ、好ま
しくは１．５～１０μｍ程度の厚さのポリエチレンテレフタレートフィルム、１，４－ポ
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リシクロヘキシレンジメチレンテレフタレートフィルム、ポリエチレンナフタレートフィ
ルム、ポリフェニレンサルファイドフィルム、ポリスチレンフィルム、ポリプロピレンフ
ィルム、ポリサルホンフィルム、アラミドフィルム、ポリカーボネートフィルム、ポリビ
ニルアルコールフィルム、セロハン、酢酸セルロース等のセルロース誘導体、ポリエチレ
ンフィルム、ポリ塩化ビニルフィルム、ナイロンフィルム、ポリイミドフィルム、アイオ
ノマーフィルム等の樹脂フィルムの他に、コンデンサー紙、パラフィン紙等の紙類や不織
布等、又は紙や不織布と樹脂との複合体であってもよい。
【００１７】
　上記基材フィルムは、隣接する層との接着性を向上させるため、表面処理を施してもよ
い。上記表面処理としては、コロナ放電処理、火炎処理、オゾン処理、紫外線処理、放射
線処理、粗面化処理、化学薬品処理、プラズマ処理、グラフト化処理等、公知の樹脂表面
改質技術を適用することができる。上記表面処理は、１種のみ行ってもよいし、２種以上
行ってもよい。本発明では上記表面処理の中でも、コストが低い点で、コロナ処理又はプ
ラズマ処理が好ましい。また、必要に応じ、その一方の面又は両面に下引き層（プライマ
ー層）を形成するものであってもよい。
【００１８】
（耐熱滑性層）
　耐熱滑性層２は、印画時におけるサーマルヘッドの走行性、耐熱性等を向上させる目的
で、形成される。本発明では、耐熱滑性層がポリビニルブチラールとポリイソシアネート
、またリン酸エステル系界面活性剤、反応性シリコーンオイルを含有する耐熱滑性層用組
成物の硬化物から構成される。ポリイソシアネートと反応してバインダー樹脂を形成する
ポリビニルブチラールは、ポリイソシアネートとの反応基である－ＯＨ基を適当な割合で
含有するもので、上記の化合物のうち、特に分子量が６０，０００～２００，０００、ガ
ラス転移温度が６０～１１０℃、含有するビニルアルコール部分の質量が１５～４０％で
あるポリビニルブチラールが好ましい。含有するビニルアルコール部分の質量が１５％未
満であると、耐熱滑性層のバインダーの架橋密度が低く、耐熱性が低下してくる。また一
方で、含有するビニルアルコール部分の質量が４０％を越えると、耐熱滑性層の架橋密度
が高過ぎて、ポリイソシアネートの添加量が多く必要となり、耐熱滑性層を反応硬化させ
るために、長期の熱処理（エージング）が必要となってくる。
【００１９】
　ポリイソシアネートと、上記のポリビニルブチラールとは、加熱等により反応硬化して
耐熱性並びに機械的強度に優れた樹脂である硬化物を形成する。この硬化物は、耐熱滑性
層の耐熱性、塗膜強度及び基材フィルムとの密着性を高めることができる。本発明で使用
するポリイソシアネートは、従来から公知の塗料、接着剤或いはポリウレタンの合成に使
用されているポリイソシアネートでよい。
【００２０】
　そのポリイソシアネートとしては、従来種々のものが知られているが、そのうち芳香族
系イソシアネートのアダクト体を使用することが望ましい。芳香族系ポリイソシアネート
としては、２，４－トルエンジイソシアネート、２，６－トルエンジイソシアネート、又
は、２，４－トルエンジイソシアネートと２，６－トルエンジイソシアネートの混合物、
１，５－ナフタレンジイソシアネート、トリジンジイソシアネート、ｐ－フェニレンジイ
ソシアネート、ｔｒａｎｓ－シクロヘキサン、１，４－ジイソシアネート、キシリレンジ
イソシアネート、トリフェニルメタントリイソシアネート、トリス（イソシアネートフェ
ニル）チオフォスフェートがあげられ、特に２，４－トルエンジイソシアネート、２，６
－トルエンジイソシアネート、又は、２，４－トルエンジイソシアネートと２，６－トル
エンジイソシアネートの混合物が好ましい。
【００２１】
　ポリイソシアネートの添加量は、耐熱滑性層を構成するバインダー樹脂であるポリビニ
ルブチラール１０質量部に対し、２．５～７質量部の範囲である。ポリイソシアネートの
使用量が不足する時は、架橋密度が低いため耐熱性が不充分であり、一方、多すぎると形



(6) JP 2010-76252 A 2010.4.8

10

20

30

40

50

成される塗膜の収縮を制御できず、硬化時間の長期化、未反応－ＮＣＯ基が滑性層中に残
存し、大気中の水分と反応する等、不具合を生じる。
【００２２】
　耐熱滑性層に滑り性を向上させるために添加する滑り性付与剤（滑剤）としては、サー
マルヘッドによる加熱時（印画時）に十分な滑性をもたせることができるリン酸エステル
系界面活性剤を添加する。そのリン酸エステル系界面活性剤としては、
１）長鎖アルキルリン酸エステル、例えば、炭素数が通常６～２０、好ましくは炭素数１
２～１８の飽和又は不飽和高級アルコール、例えば、セチルアルコール、ステアリルアル
コール、オレイルアルコール等とリン酸とのモノ及び／又はジエステル等、
２）ポリオキシアルキレンアルキルエーテル又はポリオキシアルキレンアルキルアリール
エーテル等のリン酸エステル、
３）前記飽和又は不飽和アルコールのアルキレンオキサイド付加物（通常付加モル数１～
８）又は炭素数８～１２のアルキル基を少なくとも１個、好ましくは１～２個有するアル
キルフェノールまたはアルキルナフトール（ノニルフェノール、ドデシルフェノール、ジ
フェニルフェノール等）のリン酸モノまたはジエステル塩等の非イオン性又は陰イオン性
リン酸エステル系界面活性剤が挙げられる。
【００２３】
　上記のリン酸エステル系界面活性剤の使用量は、耐熱滑性層の全固形分に対し、５％～
１０％である。リン酸エステル系界面活性剤の添加量が少ないと、サーマルヘッドに対す
る熱離型性が充分ではなく、印字皺やヘッド滓、スティッキングの原因となり、一方、添
加量が多すぎる場合にも、印字皺やヘッド滓等が生じたり、熱転写シートを巻き取りで保
存する際、対向する熱転写性色材層の染料が耐熱滑性層に移行したり、耐熱滑性層のリン
酸エステル系界面活性剤が過剰に熱転写性色材層に移行し、印画物の色再現性にまで影響
を及ぼすことがある。
【００２４】
　また、本発明の熱転写シートにおける耐熱滑性層には、反応性シリコーンオイルを含有
させる。反応性シリコーンオイルは、官能基を有するシリコーンオイルであり、表面の摩
擦を低減し、また、固着を防止する目的で配合される。一般的に反応性シリコーンオイル
として公知のものが使用できる。アルコール変性、アミノ変性、エポキシ変性、メタクリ
ル変性、メルカプト変性、フェノール変性、ジオール変性、カルビノール変性シリコーン
オイルなどが例示できる。また、官能基の位置により、側鎖（変性）型、両末端（変性）
型、片末端（変性）型などあるが、本発明においてはこれらの官能基を有したシリコーン
オイルを使用することができる。好ましくは両末端型、あるいは、片末端型である。
【００２５】
　上記の反応性シリコーンオイルは、耐熱滑性層の全固形分に対し３％～５％で含有する
ものである。シリコーンオイルの添加量が少ないと、サーマルヘッドとの離型性を得るこ
とができず、サーマルヘッドと融着しやすくなる。一方で、シリコーンオイルの添加量が
多すぎると、染料移行性が増大して、キックバックの問題が生じたり、印画時にシリコー
ンオイルがサーマルヘッドに付着して、汚染の問題が生じる。
【００２６】
　耐熱滑性層には、印画時及び非印画時の滑性をもたせるために、リン酸エステル系界面
活性剤及び反応性シリコーンオイルを含有させているが、サーマルヘッドへのクリーニン
グ性を向上させるためと、キックバック防止性能を向上させるために、無機または有機の
フィラーを添加することができる。無機フィラーとしては、例えば、タルク、カオリン等
の粘土鉱物、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム等の炭酸塩、水酸化アルミニウム、水酸
化マグネシウム等の水酸化物、硫酸カルシウム等の硫酸塩、シリカ等の酸化物、グラファ
イト、硝石、窒化ホウ素等の無機フィラーが挙げられる。有機フィラーとしては、アクリ
ル樹脂、テフロン（登録商標）樹脂、シリコーン樹脂、ラウロイル樹脂、フェノール樹脂
、アセタール樹脂、ポリスチレン樹脂、ナイロン樹脂等からなる有機樹脂フィラー、また
はこれらを架橋剤と反応させた架橋樹脂フィラー等が挙げられる。
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【００２７】
　上記の無機または有機フィラーは、いずれも粒径として、平均粒径で０．５～５．０μ
ｍ程度が好ましく用いられる。また上記の無機または有機のフィラーは、耐熱滑性層の全
固形分に対して、３％～６％の含有割合が好ましい。そのフィラーの添加量が少なすぎる
とクリーニング性が不十分であり、一方多すぎると形成される耐熱滑性層の可撓性や被膜
強度が低下する。
【００２８】
　金属石鹸としては、例えば、アルキルリン酸エステルの多価金属塩、アルキルカルボン
酸の金属塩等が挙げられる。上記アルキルリン酸エステルの多価金属塩としては、プラス
チック用添加剤として公知のものを使用することができる。上記アルキルリン酸エステル
の多価金属塩は、一般に、アルキルリン酸エステルのアルカリ金属塩を多価金属で置換す
ることによって得られ、種々のグレードのものが入手可能である。このアルキルリン酸エ
ステルにおけるアルキル基としては、炭素数１２以上が好ましく、特にステアリル基が滑
性に優れ、好ましい。またアルキルリン酸エステルの多価金属塩における金属塩は、亜鉛
またはアルミニウム塩が好ましい。また、上記の金属石鹸のアルキルカルボン酸の金属塩
に関しては、アルキル基としては、炭素数１１以上が好ましく、特にドデシル基、ヘプタ
デシル基が好ましく、その金属塩として、マグネシウム塩、亜鉛塩、アルミニウム塩が好
ましい。上記金属石鹸は、サーマルヘッドと耐熱滑性層の滑り性をより安定させるために
添加しても良い。
【００２９】
　耐熱滑性層を基材フィルム上に設けるには、上記の成分をアセトン、メチルエチルケト
ン、トルエン、キシレン等の適当な溶媒に溶解して、耐熱滑性層用組成物（インキ、ある
いは塗工液）を用意して、これをグラビアコーター、ロールコーター、ワイヤーバー等の
慣用の適切な印刷方法、塗布方法により基材フィルム上に形成する。次いで３０℃～８０
℃の温度に加熱することによって乾燥するとともに、活性水素基である水酸基を有する樹
脂を、ポリイソシアネートで反応硬化させて、耐熱滑性層を形成すればよい。
【００３０】
　耐熱滑性層の厚さは、固形分の塗工量で、０．５ｇ／ｍ2～５．０ｇ／ｍ2、好ましくは
１．０ｇ／ｍ2～２．０ｇ／ｍ2である。この膜厚が０．５ｇ／ｍ2よりも薄い場合は、耐
熱滑性層としての効果が十分ではなく、また５．０ｇ／ｍ2よりも厚いと、熱転写性色材
層へのサーマルヘッドからの熱伝達が悪くなり、印字濃度が低くなるという欠点を生じる
。基材フィルム上に耐熱滑性層を設ける場合は、バインダー樹脂とポリイソシアネートと
の反応を促進するために加熱することが好ましいが、熱転写性色材層に熱の影響を及ぼさ
ないようにするために、耐熱滑性層を基材シート上に設けた後で、熱転写性色材層を設け
ることが好ましい。
【００３１】
（熱転写性色材層）
　基材フィルムの耐熱滑性層の設けられている面の他方の面に形成する熱転写性色材層３
は、昇華型の熱転写シートである場合には昇華性染料を含む層を形成し、熱溶融型の熱転
写シートである場合には顔料などで着色した熱溶融性インキで層を形成する。以下、昇華
型の熱転写シートを代表例として詳述するが、本発明は昇華型の熱転写シートのみに限定
されるものではない。
【００３２】
　昇華型の熱転写性色材層に用いられる染料としては、従来、公知の熱転写シートに使用
されている染料は、いずれも本発明に使用可能であり、特に限定されない。これらの染料
としてはジアリールメタン系、トリアリールメタン系、チアゾール系、メロシアニン等の
メチン系、インドアニリン系、アセトフェノンアゾメチン，ピラゾロアゾメチン，イミダ
ゾルアゾメチン，ピリドンアゾメチン等のアゾメチン系、キサンテン系、オキサジン系、
ジシアノスチレン，トリシアノスチレンに代表されるシアノメチレン系、チアジン系、ア
ジン系、アクリジン系、ベンゼンアゾ系、そしてピリドンアゾ，チオフェンアゾ，イソチ
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アゾールアゾ，ピロールアゾ，ピラゾールアゾ，イミダゾールアゾ，チアジアゾールアゾ
，トリアゾールアゾ，ジスアゾ等のアゾ系、スピロピラン系、インドリノスピロピラン系
、フルオラン系、ローダミンラクタム系、ナフトキノン系、アントラキノン系、キノフタ
ロン系等があげられる。具体的には次のような染料が用いられる。
【００３３】
　Ｃ．Ｉ．（Ｃｏｌｏｒ　Ｉｎｄｅｘ）ディスパースイエロー５１，３，５４，７９，６
０，２３，７，１４１，２０１，２３１
　Ｃ．Ｉ．ディスパースブルー２４，５６，１４，３０１，３３４，１６５，１９，７２
，８７，２８７，１５４，２６，３５４
　Ｃ．Ｉ．ディスパースレッド１３５，１４６，５９，１，７３，６０，１６７
　Ｃ．Ｉ．ディスパースオレンジ１４９
　Ｃ．Ｉ．ディスパースバイオレット４，１３，２６，３６，５６，３１
　Ｃ．Ｉ．ソルベントイエロー５６，１４，１６，２９
　Ｃ．Ｉ．ソルベントブルー７０，３５，６３，３６，５０，４９，１１１，１０５，９
７，１１
　Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド１３５，８１，１８，２５，１９，２３，２４，１４３，１
４６，１８２
　Ｃ．Ｉ．ソルベントバイオレット１３
　Ｃ．Ｉ．ソルベントブラック３
　Ｃ．Ｉ．ソルベントグリーン３
【００３４】
　例えばイエロー染料としてフォロンブリリアントイエローＳ－６ＧＬ（サンド社製、デ
ィスパースイエロー２３１）、マクロレックスイエロー６Ｇ（バイエル社製、ディスパー
スイエロー２０１）、マゼンタ染料としてＭＳ－ＲＥＤ－Ｇ（三井東圧化学株式会社製、
ディスパースレッド６０）、マクロレックスレッドバイオレットＲ（バイエル社製、ディ
スパースバイオレット２６）、シアン染料はカヤセットブルー７１４（日本化薬株式会社
製、ソルベントブルー６３）、フォロンブリリアントブルーＳ－Ｒ（サンド社製、ディス
パースブルー３５４）、ワクソリンブルーＡＰ－ＦＷ（ＩＣＩ社製、ソルベントブルー３
６）等があげられる。
【００３５】
　次に、上記の染料を担持するためのバインダー樹脂としては、エチルセルロース、ヒド
ロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、メチルセルロース，酢酸セル
ロース、酢酸・酪酸セルロース等のセルロース樹脂、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルアルコ
ール、ポリビニルブチラール、ポリビニルアセトアセタール、ポリビニルピロリドン等の
ビニル系樹脂、ポリ（メタ）アクリレート、ポリ（メタ）アクリルアミド等のアクリル系
樹脂、ポリウレタン系樹脂、ポリアミド系樹脂、ポリエステル系樹脂等があげられるが、
これらの中ではセルロース系、ポリウレタン系、ビニル系、アクリル系およびポリエステ
ル系の樹脂が耐熱性、染料移行性などの点で好ましく用いられる。
【００３６】
　昇華型の熱転写性色材層である染料層は、前記基材フィルムの一方の面に、これらの染
料及びバインダー樹脂、必要に応じて添加剤（例えば、離型剤など）やフィラー等を加え
て、トルエン、メチルエチルケトン、エタノール、イソプロピルアルコール、シクロヘキ
サノン、ＤＭＦ等の適当な有機溶剤に溶解したり、あるいは有機溶剤や水等に分散させて
、例えば、グラビア印刷法、スクリーン印刷法、リバースロールコーティング印刷法等の
手段により塗工および乾燥して塗膜を形成することができる。このようにして形成する染
料層は、塗工量の厚さで、乾燥状態で、０．２～５．０ｇ／ｍ2好ましくは０．４～２．
０ｇ／ｍ2程度の厚さであり、また染料層中の昇華性染料は、染料層の質量の５～９０質
量％好ましくは１０～７０質量％の量で存在するのがよい。希望する熱転写性色材層の画
像がモノカラーである場合は、イエロー、マゼンタ、シアン等の染料層の中から１種を選
んで形成し、またフルカラー画像である場合には適当なイエロー、マゼンタ、およびシア
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ン（必要に応じて、ブラックも追加する）の各染料層を選んで形成する。
【００３７】
　上記に説明した熱転写性色材層は、基材フィルムに単一の色相の色材層を設けて、モノ
カラーの印画物を形成することが可能であるが、少なくとも２つ以上の異なる色相の熱転
写性色材層を基材フィルムに面順次に形成することが好ましく行なわれる。昇華性染料を
用いた染料層を２つ以上形成したり、染料層と熱溶融性インキの熱転写性色材層の組み合
わせや、また熱溶融性インキの熱転写性色材層が２つ以上であっても良い。本発明では特
に、基材フィルムに昇華性染料を含む熱転写性色材層として、イエロー染料層、マゼンタ
染料層、シアン染料層を面順次に形成して、フルカラー写真画像に匹敵する高品質の熱転
写画像を形成することが好ましい。尚、黒色の文字やパターンの熱転写画像の場合、上記
の染料層のイエロー色材層、マゼンタ色材層、シアン色材層の３色を重ねて、黒色を得る
ことは可能であるが、カーボンブラックの着色剤を使用した黒色の熱溶融性インキからな
る色材層を基材フィルムに追加して、設けることが好ましい。これにより、黒色濃度が高
く、鮮明な画像を得ることが出来る。
【００３８】
　また本発明の熱転写シートは、基材フィルムの一方の面に熱転写性色材層を設け、該基
材フィルムの他方の面に耐熱滑性層を設けてなるものであれば、転写保護層や下引き層や
その他の層を設けてなるものであってもよい。上記転写保護層を上述の熱転写性色材層と
面順次に形成した場合、画像形成後に画像面を保護する保護層を転写することができ、有
用なものである。上記転写保護層の層構成及び組成は特に限定されず、使用する基材フィ
ルム、熱転写性色材層等の特徴に応じて、従来公知の技術より選択することができる。ま
た、上記下引き層は、基材フィルムと染料層または基材フィルムと耐熱滑性層の接着性を
考慮し、特に染料層と基材フィルムの間に設ける場合は染料の転写効率を向上させる組成
などを従来公知の技術より適宜選択して設けることができる。
【００３９】
　本発明の熱転写シートは、染料の再移行に起因する保護層等への色移り（バック）が非
常に少ないだけでなく、耐熱滑性層への染料移行（キック）が少なく、色再現性に優れ、
保存後に使用しても低濃度領域も好適に色相を再現することができる。本発明の耐熱滑性
層のバインダー樹脂は、ポリビニルブチラールがポリイソシアネートにより硬化された樹
脂であるが、耐熱滑性層の組成物において、ポリビニルブチラールに対して、反応硬化さ
せるポリイソシアネートを、ポリビニルブチラール１０質量部に対し、２．５～７質量部
の割合で含有させて、つまりポリビニルブチラールに対して、ポリイソシアネートの添加
量を最小限に、減らすことにより、長期の熱処理（エージング）を行うことなく、耐熱滑
性層用組成物の塗工、乾燥工程である耐熱滑性層の形成工程のみで、耐熱滑性層を硬化完
了させることが可能となった。耐熱滑性層の形成された巻取りを、オフラインでエージン
グ工程を経ることなく、効率的に基材フィルムの上に、耐熱滑性層を形成することができ
る。
【００４０】
　また、本発明の熱転写シートは、耐熱滑性層を構成する耐熱滑性層用組成物の硬化物に
おいて、滑り性を向上させるためのリン酸エステル系界面活性剤を全固形分に対し１０％
以下の範囲で、添加量を抑えることにより、染料の再転移であるキックバック量を抑えた
。但し、そのリン酸エステル系界面活性剤の添加量が少ない分、滑り性が低下するが、そ
の滑り性を補充すべく、反応性シリコーンオイルを耐熱滑性層の全固形分に対して５％以
下で含有させた。このように、耐熱滑性層を構成する耐熱滑性層用組成物の材料の含有割
合を最適化することで、長期の熱処理（エージング）を行うことなく、硬化皮膜である耐
熱滑性層を効率よく形成でき、また染料のキックバックの問題を防止でき、耐熱性、滑り
性等に優れた耐熱滑性層が形成でき、結果として、熱転写時に印画カスの発生を充分に抑
制することができ、色抜けのない高品位の印画物を形成することが可能となった。
【００４１】
　本発明の熱転写シートは、上述の基材フィルムの耐熱滑性層側にサーマルヘッド等によ
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り所定箇所を加熱・加圧し、熱転写性色材層のうち印字部に相当する箇所の染料等の色材
を被転写材に転写させて印字することができる。本発明の熱転写シートが熱昇華型の熱転
写シートである場合、上記被転写材として熱転写受像シート等を使用することができる。
上記熱転写受像シートとしては、記録面が染料受容性を有するものであれば特に限定され
ず、例えば、紙、金属、ガラス、合成樹脂等の基材の少なくとも一方の面に染料受容層を
形成したものを挙げることができる。上記熱転写シートは、熱溶融型の熱転写シートであ
る場合、通常の紙、プラスチックフィルム等を被転写材として使用することもできる。上
記熱転写を行う際に使用するプリンターとしては、特に限定されず、公知の熱転写プリン
ターを使用することができる。
【実施例】
【００４２】
　次に実施例を挙げて、本発明を更に具体的に説明する。以下、特に断りのない限り、部
又は％は質量基準である。
（実施例１）
　厚さ６μｍの易接着処理済みポリエチレンテレフタレートフィルム（ダイヤホイルＫ２
０３Ｅ、三菱ポリエステルフィルム（株）製）の基材フィルムの一方の面に、ワイヤーバ
ーコーターを用いて、下記耐熱滑性層用組成物１を固形分換算で０．５ｇ／ｍ2の割合で
塗布し、１００℃のオーブン内で１分間乾燥処理し、耐熱滑性層を形成した。
【００４３】
＜耐熱滑性層用組成物１＞
・ポリビニルポリビニルブチラール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６９．６部
（エスレックＢＸ－１、積水化学工業（株）製）
・ポリイソシアネート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３８．７部
（バーノックＤ７５０－４５、固形分４５質量％、大日本インキ化学工業（株）製）
・リン酸エステル系界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０部
（プライサーフＡ２０８Ｎ、第一製薬工業（株）製）
・反応性シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０部
（Ｘ－２２－１８２１、信越化学工業（株）製、片末端フェノール基変性シリコーンオイ
ル）
・ステアリルリン酸亜鉛（ＬＢＴ－１８３０精製、堺化学工業（株）製）　　　１．０部
・タルク（ミクロエースＰ－３、日本タルク工業（株）製）　　　　　　　　　４．０部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
　上記のポリイソシアネートにおけるポリビニルブチラールに対する割合は、ポリビニル
ブチラール１０質量部に対し、ポリイソシアネートが２．５質量部である。
【００４４】
　上記の基材フィルムの他方の面に（易接着処理面に）、グラビアコーターにより、下記
シアン染料層（Ｃ）用組成物を、乾燥塗布量が０．８ｇ／ｍ2になるように、塗布し、乾
燥して、熱転写性色材層であるシアン染料層を形成し、実施例１の熱転写シートを作製し
た。
【００４５】
＜シアン染料層（Ｃ）用組成物＞
・Ｃ．Ｉ．ソルベントブルー６３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０部
・ポリビニルブチラール樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０部
（ＢＸ－１、積水化学工業（株）製）
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４１．０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４１．０部
【００４６】
（実施例２）
　実施例１における耐熱滑性層用組成物１を、下記の耐熱滑性層用組成物２にした他は、
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実施例１と同様にして、実施例２の熱転写シートを作製した。
＜耐熱滑性層用組成物２＞
・ポリビニルポリビニルブチラール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０．７部
（エスレックＢＸ－１、積水化学工業（株）製）
・ポリイソシアネート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７５．１部
（バーノックＤ７５０－４５、固形分４５質量％、大日本インキ化学工業（株）製）
・リン酸エステル系界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．５部
（プライサーフＡ２０８Ｎ、第一製薬工業（株）製）
・反応性シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０部
（Ｘ－２２－１８２１、信越化学工業（株）製、片末端フェノール基変性シリコーンオイ
ル）
・ステアリルリン酸亜鉛（ＬＢＴ－１８３０精製、堺化学工業（株）製）　　　１．０部
・タルク（ミクロエースＰ－３、日本タルク工業（株）製）　　　　　　　　　４．０部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
　上記のポリイソシアネートにおけるポリビニルブチラールに対する割合は、ポリビニル
ブチラール１０質量部に対し、ポリイソシアネートが６．７質量部である。
【００４７】
（実施例３）
　実施例１における耐熱滑性層用組成物１を、下記の耐熱滑性層用組成物３にした他は、
実施例１と同様にして、実施例３の熱転写シートを作製した。
＜耐熱滑性層用組成物３＞
・ポリビニルポリビニルブチラール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６５．６部
（エスレックＢＸ－１、積水化学工業（株）製）
・ポリイソシアネート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３６．４部
（バーノックＤ７５０－４５、固形分４５質量％、大日本インキ化学工業（株）製）
・リン酸エステル系界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０部
（プライサーフＡ２０８Ｎ、第一製薬工業（株）製）
・反応性シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０部
（Ｘ－２２－１８２１、信越化学工業（株）製、片末端フェノール基変性シリコーンオイ
ル）
・ステアリルリン酸亜鉛（ＬＢＴ－１８３０精製、堺化学工業（株）製）　　　１．０部
・タルク（ミクロエースＰ－３、日本タルク工業（株）製）　　　　　　　　　４．０部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
　上記のポリイソシアネートにおけるポリビニルブチラールに対する割合は、ポリビニル
ブチラール１０質量部に対し、ポリイソシアネートが２．５質量部である。
【００４８】
（実施例４）
　実施例１における耐熱滑性層用組成物１を、下記の耐熱滑性層用組成物４にした他は、
実施例１と同様にして、実施例４の熱転写シートを作製した。
＜耐熱滑性層用組成物４＞
・ポリビニルポリビニルブチラール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６８．０部
（エスレックＢＸ－１、積水化学工業（株）製）
・ポリイソシアネート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３７．８部
（バーノックＤ７５０－４５、固形分４５質量％、大日本インキ化学工業（株）製）
・リン酸エステル系界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０部
（プライサーフＡ２０８Ｎ、第一製薬工業（株）製）
・反応性シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０部
（Ｘ－２２－１８２１、信越化学工業（株）製、片末端フェノール基変性シリコーンオイ
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ル）
・ステアリルリン酸亜鉛（ＬＢＴ－１８３０精製、堺化学工業（株）製）　　　１．０部
・タルク（ミクロエースＰ－３、日本タルク工業（株）製）　　　　　　　　　４．０部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
　上記のポリイソシアネートにおけるポリビニルブチラールに対する割合は、ポリビニル
ブチラール１０質量部に対し、ポリイソシアネートが２．５質量部である。
【００４９】
（実施例５）
　実施例１における耐熱滑性層用組成物１を、下記の耐熱滑性層用組成物５にした他は、
実施例１と同様にして、実施例５の熱転写シートを作製した。
＜耐熱滑性層用組成物５＞
・ポリビニルポリビニルブチラール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６９．６部
（エスレックＢＸ－１、積水化学工業（株）製）
・ポリイソシアネート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３８．７部
（バーノックＤ７５０－４５、固形分４５質量％、大日本インキ化学工業（株）製）
・リン酸エステル系界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０部
（プライサーフＡ２０８Ｎ、第一製薬工業（株）製）
・反応性シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０部
（Ｘ－２２－１７３ＤＸ、信越化学工業（株）製、片末端エポキシ基変性シリコーンオイ
ル）
・ステアリルリン酸亜鉛（ＬＢＴ－１８３０精製、堺化学工業（株）製）　　　１．０部
・タルク（ミクロエースＰ－３、日本タルク工業（株）製）　　　　　　　　　４．０部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
　上記のポリイソシアネートにおけるポリビニルブチラールに対する割合は、ポリビニル
ブチラール１０質量部に対し、ポリイソシアネートが２．５質量部である。
【００５０】
（実施例６）
　実施例１における耐熱滑性層用組成物１を、下記の耐熱滑性層用組成物６にした他は、
実施例１と同様にして、実施例６の熱転写シートを作製した。
＜耐熱滑性層用組成物６＞
・ポリビニルポリビニルブチラール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６９．６部
（エスレックＢＸ－１、積水化学工業（株）製）
・ポリイソシアネート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３８．７部
（バーノックＤ７５０－４５、固形分４５質量％、大日本インキ化学工業（株）製）
・リン酸エステル系界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０部
（プライサーフＡ２０８Ｎ、第一製薬工業（株）製）
・反応性シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０部
（Ｘ－２２－１７６ＤＸ、信越化学工業（株）製、片末端ジオール基変性シリコーンオイ
ル）
・ステアリルリン酸亜鉛（ＬＢＴ－１８３０精製、堺化学工業（株）製）　　　１．０部
・タルク（ミクロエースＰ－３、日本タルク工業（株）製）　　　　　　　　　４．０部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
　上記のポリイソシアネートにおけるポリビニルブチラールに対する割合は、ポリビニル
ブチラール１０質量部に対し、ポリイソシアネートが２．５質量部である。
【００５１】
（実施例７）
　実施例１における耐熱滑性層用組成物１を、下記の耐熱滑性層用組成物７にした他は、
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実施例１と同様にして、実施例７の熱転写シートを作製した。
＜耐熱滑性層用組成物７＞
・ポリビニルポリビニルブチラール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６９．６部
（エスレックＢＸ－１、積水化学工業（株）製）
・ポリイソシアネート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３８．７部
（バーノックＤ７５０－４５、固形分４５質量％、大日本インキ化学工業（株）製）
・リン酸エステル系界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０部
（プライサーフＡ２０８Ｎ、第一製薬工業（株）製）
・反応性シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０部
（Ｘ－２２－１６０ＡＳ、信越化学工業（株）製、片末端カルビノール基変性シリコーン
オイル）
・ステアリルリン酸亜鉛（ＬＢＴ－１８３０精製、堺化学工業（株）製）　　　１．０部
・タルク（ミクロエースＰ－３、日本タルク工業（株）製）　　　　　　　　　４．０部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
　上記のポリイソシアネートにおけるポリビニルブチラールに対する割合は、ポリビニル
ブチラール１０質量部に対し、ポリイソシアネートが２．５質量部である。
【００５２】
（比較例１）
　実施例１における耐熱滑性層用組成物１を、下記の耐熱滑性層用組成物８にした他は、
実施例１と同様にして、比較例１の熱転写シートを作製した。
＜耐熱滑性層用組成物８＞
・ポリビニルポリビニルブチラール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７８．３部
（エスレックＢＸ－１、積水化学工業（株）製）
・ポリイソシアネート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９．３部
（バーノックＤ７５０－４５、固形分４５質量％、大日本インキ化学工業（株）製）
・リン酸エステル系界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０部
（プライサーフＡ２０８Ｎ、第一製薬工業（株）製）
・反応性シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０部
（Ｘ－２２－１８２１、信越化学工業（株）製、片末端フェノール基変性シリコーンオイ
ル）
・ステアリルリン酸亜鉛（ＬＢＴ－１８３０精製、堺化学工業（株）製）　　　１．０部
・タルク（ミクロエースＰ－３、日本タルク工業（株）製）　　　　　　　　　４．０部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
　上記のポリイソシアネートにおけるポリビニルブチラールに対する割合は、ポリビニル
ブチラール１０質量部に対し、ポリイソシアネートが１．１質量部である。
【００５３】
（比較例２）
　実施例１における耐熱滑性層用組成物１を、下記の耐熱滑性層用組成物９にした他は、
実施例１と同様にして、比較例２の熱転写シートを作製した。
＜耐熱滑性層用組成物９＞
・ポリビニルポリビニルブチラール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４３．５部
（エスレックＢＸ－１、積水化学工業（株）製）
・ポリイソシアネート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９６．７部
（バーノックＤ７５０－４５、固形分４５質量％、大日本インキ化学工業（株）製）
・リン酸エステル系界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０部
（プライサーフＡ２０８Ｎ、第一製薬工業（株）製）
・反応性シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０部
（Ｘ－２２－１８２１、信越化学工業（株）製、片末端フェノール基変性シリコーンオイ
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ル）
・ステアリルリン酸亜鉛（ＬＢＴ－１８３０精製、堺化学工業（株）製）　　　１．０部
・タルク（ミクロエースＰ－３、日本タルク工業（株）製）　　　　　　　　　４．０部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
　上記のポリイソシアネートにおけるポリビニルブチラールに対する割合は、ポリビニル
ブチラール１０質量部に対し、ポリイソシアネートが１０質量部である。
【００５４】
（比較例３）
　実施例１における耐熱滑性層用組成物１を、下記の耐熱滑性層用組成物１０にした他は
、実施例１と同様にして、比較例３の熱転写シートを作製した。
＜耐熱滑性層用組成物１０＞
・ポリビニルポリビニルブチラール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６８．８部
（エスレックＢＸ－１、積水化学工業（株）製）
・ポリイソシアネート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３８．２部
（バーノックＤ７５０－４５、固形分４５質量％、大日本インキ化学工業（株）製）
・リン酸エステル系界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０部
（プライサーフＡ２０８Ｎ、第一製薬工業（株）製）
・反応性シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０部
（Ｘ－２２－１８２１、信越化学工業（株）製、片末端フェノール基変性シリコーンオイ
ル）
・ステアリルリン酸亜鉛（ＬＢＴ－１８３０精製、堺化学工業（株）製）　　　１．０部
・タルク（ミクロエースＰ－３、日本タルク工業（株）製）　　　　　　　　　４．０部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
　上記のポリイソシアネートにおけるポリビニルブチラールに対する割合は、ポリビニル
ブチラール１０質量部に対し、ポリイソシアネートが２．５質量部である。
【００５５】
（比較例４）
　実施例１における耐熱滑性層用組成物１を、下記の耐熱滑性層用組成物１１にした他は
、実施例１と同様にして、比較例４の熱転写シートを作製した。
＜耐熱滑性層用組成物１１＞
・ポリビニルポリビニルブチラール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６２．４部
（エスレックＢＸ－１、積水化学工業（株）製）
・ポリイソシアネート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３４．７部
（バーノックＤ７５０－４５、固形分４５質量％、大日本インキ化学工業（株）製）
・リン酸エステル系界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２．０部
（プライサーフＡ２０８Ｎ、第一製薬工業（株）製）
・反応性シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０部
（Ｘ－２２－１８２１、信越化学工業（株）製、片末端フェノール基変性シリコーンオイ
ル）
・ステアリルリン酸亜鉛（ＬＢＴ－１８３０精製、堺化学工業（株）製）　　　１．０部
・タルク（ミクロエースＰ－３、日本タルク工業（株）製）　　　　　　　　　４．０部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
　上記のポリイソシアネートにおけるポリビニルブチラールに対する割合は、ポリビニル
ブチラール１０質量部に対し、ポリイソシアネートが２．５質量部である。
【００５６】
（比較例５）
　実施例１における耐熱滑性層用組成物１を、下記の耐熱滑性層用組成物１２にした他は
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、実施例１と同様にして、比較例５の熱転写シートを作製した。
＜耐熱滑性層用組成物１２＞
・ポリビニルポリビニルブチラール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６６．４部
（エスレックＢＸ－１、積水化学工業（株）製）
・ポリイソシアネート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３６．９部
（バーノックＤ７５０－４５、固形分４５質量％、大日本インキ化学工業（株）製）
・リン酸エステル系界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０部
（プライサーフＡ２０８Ｎ、第一製薬工業（株）製）
・反応性シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０部
（Ｘ－２２－１８２１、信越化学工業（株）製、片末端フェノール基変性シリコーンオイ
ル）
・ステアリルリン酸亜鉛（ＬＢＴ－１８３０精製、堺化学工業（株）製）　　　１．０部
・タルク（ミクロエースＰ－３、日本タルク工業（株）製）　　　　　　　　　４．０部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
　上記のポリイソシアネートにおけるポリビニルブチラールに対する割合は、ポリビニル
ブチラール１０質量部に対し、ポリイソシアネートが２．５質量部である。
【００５７】
（比較例６）
　実施例１における耐熱滑性層用組成物１を、下記の耐熱滑性層用組成物１３にした他は
、実施例１と同様にして、比較例６の熱転写シートを作製した。
＜耐熱滑性層用組成物１３＞
・ポリビニルポリビニルブチラール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６３．２部
（エスレックＢＸ－１、積水化学工業（株）製）
・ポリイソシアネート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５．１部
（バーノックＤ７５０－４５、固形分４５質量％、大日本インキ化学工業（株）製）
・リン酸エステル系界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０部
（プライサーフＡ２０８Ｎ、第一製薬工業（株）製）
・反応性シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．０部
（Ｘ－２２－１８２１、信越化学工業（株）製、片末端フェノール基変性シリコーンオイ
ル）
・ステアリルリン酸亜鉛（ＬＢＴ－１８３０精製、堺化学工業（株）製）　　　１．０部
・タルク（ミクロエースＰ－３、日本タルク工業（株）製）　　　　　　　　　４．０部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
　上記のポリイソシアネートにおけるポリビニルブチラールに対する割合は、ポリビニル
ブチラール１０質量部に対し、ポリイソシアネートが２．５質量部である。
【００５８】
（比較例７）
　実施例１における耐熱滑性層用組成物１を、下記の耐熱滑性層用組成物１４にした他は
、実施例１と同様にして、比較例７の熱転写シートを作製した。
＜耐熱滑性層用組成物１４＞
・ポリビニルポリビニルブチラール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６９．６部
（エスレックＢＸ－１、積水化学工業（株）製）
・ポリイソシアネート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３８．７部
（バーノックＤ７５０－４５、固形分４５質量％、大日本インキ化学工業（株）製）
・リン酸エステル系界面活性剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０部
（プライサーフＡ２０８Ｎ、第一製薬工業（株）製）
・ジメチルシリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０部
（ＫＦ９６５－１００、信越化学工業（株）製）
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・ステアリルリン酸亜鉛（ＬＢＴ－１８３０精製、堺化学工業（株）製）　　　１．０部
・タルク（ミクロエースＰ－３、日本タルク工業（株）製）　　　　　　　　　４．０部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０部
　上記のポリイソシアネートにおけるポリビニルブチラールに対する割合は、ポリビニル
ブチラール１０質量部に対し、ポリイソシアネートが２．５質量部である。
【００５９】
　上記の各実施例と比較例の熱転写シートについて、キックバック防止性、耐熱滑性層の
滑り性及び印画シワについて、評価した。評価方法について、以下に説明する。
評価方法
（キックバック防止性）
　５ｃｍ×５ｃｍの大きさに切断し、染料転移させた耐熱滑性層面と保護層面を重ね合わ
せ、定荷重圧縮試験機（（株）東洋精機製作所製）を用いて、２０ｋｇｆ／ｃｍ2の荷重
をかけ、６０℃、湿度２０％ＲＨの環境下で強制的に染料を再転移させる（転移時間：２
４時間）。但し、保護層はキャノン（株）製カラーインク／ペーパーセットＫＰ－３６Ｉ
Ｐ（商品名）の保護層部分を使用した。但し、耐熱滑性層に染料転移させる条件は、上記
の各実施例及び比較例の熱転写シートで、耐熱滑性層面と染料層面を重ね合わせ、上記の
荷重条件と同様に、２０ｋｇｆ／ｃｍ2の荷重をかけ、６０℃、湿度２０％ＲＨの環境下
で２４時間放置して、強制的に染料を転移させた。
【００６０】
　染料再転移した保護層面と受像紙の受像面とを重ね合わせ、ラミネート試験機（ラミパ
ッカーＬＰＤ２３０５ＰＲＯ、フジプラ（株）製）を用いて、１０５℃、４ｍｍ・ｓｅｃ
／ｌｉｎｅにて転写を行った。更に、受像紙から保護層を剥がし、転写部の色相をＧＲＥ
ＴＡＧ　Ｓｐｅｃｔｒｏｌｉｎｏ（Ｄ６５光源、視野角２°；グレタグ社製）を用いて、
ＪＩＳ　Ｚ　８７２２の条件ａに準拠して測定した。受像紙はキャノン（株）製カラーイ
ンク／ペーパーセットＫＰ－３６ＩＰ（商品名）を使用した。
【００６１】
（評価基準）
○：染料再転移させた保護層の転写物と、染料再転移させていない保護層の転写物の色差
ΔＥ＊ａｂが１．５未満である。
×：染料再転移させた保護層の転写物と、染料再転移させていない保護層の転写物の色差
ΔＥ＊ａｂが１．５以上である。
【００６２】
（滑り性）
　京セラ（株）製サーマルヘッドＫＳＴ－１０５－１３ＦＡＮを用い、これに４ｋｇＷの
荷重、印画エネルギー０．１０Ｗ／ｄｏｔでベタ（階調値２５５／２５５：濃度マックス
）と白部（階調値０／２５５）を印圧３０Ｎで印画し、サーマルヘッドと耐熱滑性層の動
摩擦力を測定した。動摩擦力を印圧で割ることにより摩擦係数を求めた。
受像紙はキャノン（株）製カラーインク/ペーパーセットＫＰ－３６ＩＰ（商品名）を使
用し、受像紙幅は７ｃｍとした。
【００６３】
（評価基準）
　ベタ印画部における摩擦係数（μ２５５）と白印画時における摩擦係数（μ０）の比を
μ２５５／μ０について、以下の基準に基づき評価した。
○：０．７≦μ２５５／μ０≦１．２
×：μ２５５／μ０＞１．２又はμ２５５／μ０＜０．７
△：摩擦係数の比は上記の「○」の範囲であるが、サーマルヘッドに印画カスが付着する
。
【００６４】
（印画シワ）
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　京セラ（株）製サーマルヘッドＫＳＴ－１０５－１３ＦＡＮを用い、これに４ｋｇＷの
荷重、印画エネルギー０．１０Ｗ／ｄｏｔでベタ（階調値２５５／２５５：濃度マックス
）を印圧３０Ｎで印画し、発生するシワの本数をカウントした。但し、受像紙はキャノン
（株）製カラーインク/ペーパーセットＫＰ－３６ＩＰ（商品名）を使用し、受像紙幅は
７ｃｍとした。
【００６５】
（評価基準）
　印画された１画面当たりに発生するシワの本数を目視にて確認し、カウントした。
○：０本
△：１～５本
×：６本以上
【００６６】
　上記のキックバック防止性、滑り性及び印画シワの各評価結果を表１に示す。
【表１】

【００６７】
　実施例１における熱転写シートでは、耐熱滑性層がポリビニルブチラール１０質量部に
対し、ポリイソシアネートを２．５～７質量部の範囲の下限値で含有し、リン酸エステル
系界面活性剤を全固形分に対し５％、反応性シリコーンオイルを全固形分に対し３％含有
するもので、キックバック防止性、耐熱滑性層の滑り性及び印画シワの全ての評価結果が
良好であった。また、実施例２における熱転写シートでは、耐熱滑性層がポリビニルブチ
ラール１０質量部に対し、ポリイソシアネートを２．５～７質量部の範囲の上限値に近く
含有し、リン酸エステル系界面活性剤を全固形分に対し７．５％、反応性シリコーンオイ
ルを全固形分に対し３％含有するもので、キックバック防止性、耐熱滑性層の滑り性及び
印画シワの全ての評価結果が良好であった。
【００６８】
　実施例３における熱転写シートでは、耐熱滑性層がポリビニルブチラール１０質量部に
対し、ポリイソシアネートを２．５～７質量部の範囲の下限値で含有し、リン酸エステル
系界面活性剤を全固形分に対し１０％で規定範囲の上限で、反応性シリコーンオイルを全
固形分に対し３％含有するもので、キックバック防止性、耐熱滑性層の滑り性及び印画シ
ワの全ての評価結果が良好であった。また、実施例４における熱転写シートでは、耐熱滑
性層がポリビニルブチラール１０質量部に対し、ポリイソシアネートを２．５～７質量部
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の範囲の下限値で含有し、リン酸エステル系界面活性剤を全固形分に対し５％、反応性シ
リコーンオイルを全固形分に対し５％で規定範囲の上限で含有するもので、キックバック
防止性、耐熱滑性層の滑り性及び印画シワの全ての評価結果が良好であった。
【００６９】
　実施例５における熱転写シートでは、耐熱滑性層がポリビニルブチラール１０質量部に
対し、ポリイソシアネートを２．５～７質量部の範囲の下限値で含有し、リン酸エステル
系界面活性剤を全固形分に対し５％含有し、また反応性シリコーンオイルを実施例１～４
で使用したものと種類を変えて、全固形分に対し３％含有するもので、キックバック防止
性、耐熱滑性層の滑り性及び印画シワの全ての評価結果が良好であった。また、実施例６
における熱転写シートでは、耐熱滑性層がポリビニルブチラール１０質量部に対し、ポリ
イソシアネートを２．５～７質量部の範囲の下限値で含有し、リン酸エステル系界面活性
剤を全固形分に対し５％含有し、また反応性シリコーンオイルを実施例１～５で使用した
ものと種類を変えて、全固形分に対し３％含有するもので、キックバック防止性、耐熱滑
性層の滑り性及び印画シワの全ての評価結果が良好であった。
【００７０】
　実施例７における熱転写シートでは、耐熱滑性層がポリビニルブチラール１０質量部に
対し、ポリイソシアネートを２．５～７質量部の範囲の下限値で含有し、リン酸エステル
系界面活性剤を全固形分に対し５％含有し、また反応性シリコーンオイルを実施例１～６
で使用したものと種類を変えて、全固形分に対し３％含有するもので、キックバック防止
性、耐熱滑性層の滑り性及び印画シワの全ての評価結果が良好であった。
【００７１】
　比較例１における熱転写シートでは、耐熱滑性層がポリビニルブチラール１０質量部に
対し、ポリイソシアネートが１．１質量部で含有し、規定範囲より少なく、キックバック
防止性、耐熱滑性層の滑り性は良いが、印画シワの評価結果が不良であった。また比較例
２における熱転写シートでは、耐熱滑性層がポリビニルブチラール１０質量部に対し、ポ
リイソシアネートが１０質量部で含有し、規定範囲より多く、キックバック防止性は良い
が、耐熱滑性層の滑り性及び印画シワの評価結果が不良であった。比較例３における熱転
写シートでは、リン酸エステル系界面活性剤を全固形分に対し４％含有し、好ましい範囲
である全固形分に対し５～１０％よりも少なく、キックバック防止性は良いが、耐熱滑性
層の滑り性及び印画シワの評価結果が不良であった。
【００７２】
　比較例４における熱転写シートでは、リン酸エステル系界面活性剤を全固形分に対し１
２％含有し、規定範囲より多く、耐熱滑性層の滑り性及び印画シワは良いが、キックバッ
ク防止性が不良であった。比較例５における熱転写シートでは、耐熱滑性層が反応性シリ
コーンオイルを全固形分に対し２％含有し、好ましい範囲である全固形分に対し３～５％
よりも少なく、キックバック防止性は良いが、耐熱滑性層の滑り性及び印画シワの評価結
果が不良であった。比較例６における熱転写シートでは、反応性シリコーンオイルを全固
形分に対し６％含有し、規定範囲よりも多く、耐熱滑性層の滑り性及び印画シワは良いが
、キックバック防止性が不良であった。比較例７の熱転写シートでは、耐熱滑性層が反応
性シリコーンを含有した組成物の硬化物から構成されていなく、キックバック防止性は良
いが、耐熱滑性層の滑り性及び印画シワの評価結果が不良であった。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】本発明の熱転写シートである一つの実施形態を示す断面図である。
【図２】本発明の熱転写シートである他の実施形態を示す断面図である。
【符号の説明】
【００７４】
　　１　　　基材フィルム
　　２　　　耐熱滑性層
　　３　　　熱転写性色材層
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【図１】

【図２】
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